
 

 

 

 

 

 

 

 ５９年の歴史をもつパラナヴァイ日本文化体育協会（ＳＰＤＣ：通

称文協）は、パラナヴァイ市の日系人会を支えてきました。今回、ク

リスマスから年末年始にかけて、クリチバからパラナヴァイへ活動拠

点を移し、文協の活動に積極的に参加、協力をしてきました。 

 現在、文協の会員は約２００人おり、毎月の会費がＲ＄２０となっ

ています（７０歳以上の人は免除）。会長、副会長、管理会計、事務、

文化部、婦人部など、約７５人のメンバーで協会を運営しており、そ

のうちの主要メンバー（４０～５０人程度）で月１回会議が開かれ、

文協の活動について話し合いを行っています。それぞれ役員の任期は

２年となっていますが、最近では会長世代の人材が乏しく、そのうえ

会長にかかる負担がとても大きいため、次に引き継ぐ人がなかなか決

まらず、現会長は３年も務めています。また、施設が老朽化してきた

こともあり、もっと多くの人に会館を利用してもらおうと、現在リフ

ォームをすすめています。パラナヴァイにある古き良き日本の伝統文

化を絶やさないためにも、後継者となる若い人材を育成していく魅力

ある活動や行事を考えていかなければなりません。文協を引っ張り盛

り上げていくためには、全伯で実績を残している太鼓（３年前ジュニ

ア部門で優勝（日本に行くことができる）、今年成人部門で優勝）や

よさこい（今年準優勝）の活動を活発にし、文協に対する魅力を強め 

ていく必要があると思いました。年末に行われた

餅つきにおいても、参加していたのは婦人会のお

年寄りの方ばかりで、日本の文化を体験するとて

もよい行事なのに、子どもが１人もいなかったこ

とがとても残念でした。お餅や食べ物を売って文

協の運営費をつくることが優先されており、日本

語学習や文化を伝える活動が薄れていっている

ように感じました。来年度の会長もまだ決まって

いないということで、今後の文協のあり方を見直

す時期になっていると思いました。 
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≪主な行事一覧≫ 

１～２月 バレーボール大会 

５月 運動会、母の日 

６月 すき焼きパーティ 

８月 父の日 

９月 春祭り 

１０月 子どもの日 

１１月 ビンゴ大会 

１２月 餅つき 

   



 

 国民の約９割がキリスト教徒というブラジルでは、１２月に入るとどの

町もクリスマスのイルミネーションで夜遅くまで明るいです。また、クリ

スマスに向けて様々なショーやイベントがあり、町中がにぎわいでいます。

しかし、クリスマス当日になると今までの華やかさとは反対に、ほとんど 

の店が閉まり、どの人も家族と一緒に家で

過ごすのです。私は、クリスマスの朝、パ

ラナヴァイの家族と教会へ行き、その後、

食事をしたり話をしたりして、のんびり過

ごしました。家族を大切にするブラジルな

らではの過ごし方だと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
長い年月の間に、風雨によって浸食された砂岩が立ち並ぶ「石像の町」 

ビラ・ベーリャ州立公園へ、長距離バスを利用して行ってきました。その岩の形から様々な名前が

付けられていました。では、以下の５つの岩は、何を表しているでしょう？ 

 

答え ①：犬 ②：ビン ③ブーツ ④ゴリラ ⑤カップ（ブラジルの長距離バスはとてもユニークで、路線途

中で止まってほしいところがあれば、運転手さんにお願いして降ろしてもらうことができます。また、予約してバスの席を

とっていても、他の人が座っていることが多く、自分の席だと主張しないと座れません。私も帰りのバスがそうでしたよ。） 

     

 

 

 

 ブラジルに来て３ヶ月。やっと

外国人登録証を手にすることが

できました。今までは、何をする

のにもパスポートが必要でした

が、これからは、この登録証が使

えます。ブラジルの観光地では、

入場料などがブラジル人と外国

人とでは、料金が異なるところが

あります。大切な身分証明書でも

あるので、 

有効に活用

していきた

いです。 

 
 

 パラナヴァイに住む、ダリオ ケリー 田中さん（３１歳）

は、２年前に帰国した２児の母です。１２歳の時に大阪の枚

方市へ行き、中学１年に入りました。当時は、初めての日系

ブラジル人ということもあり、学校側が週１回通訳をつけて

くれ、国・算・歴史を１年ほど教えてくれたそうです。しか

し、言葉の壁と勉強の大変な時期だったこともあり、友達が

できず、毎日泣いて過ごしていたといいます。その後中学を

卒業し就職、結婚、出産を経て帰国。今は高校卒業資格を取

得できるＣＥＥＢＪＡ入学に向けて、独学でポルトガル語と

歴史の勉強をしています（外国で勉強した人は、ブラジルの

中学レベルの試験を受けて合格しな 

いと入れないため）。娘の通う学校

は、何もしてくれず、慣れるのに３

ヶ月かかったそうです。子どものた

めにも母親ががんばっている姿を

みせたいと話してくれました。 

 

  
 

 
 


